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[環境省要望]

平成22年重税制改正要翠地ままj義援化対葉裂の異体業 

E課税の仕組み] ぐDJ家潟、宅511臨製品{ガソリン、軽油、重油、灯潟、総窓後燃料)、ガス状炭化水素{天然ガス、 lPG等入者百淡を対象!こ、

輸入苦言、採取容いてのは段、階⑦でに課B税〔石油石炭税の納税システム部活用)
。ガソリンにつ 日えて、ガソリン製造審議事の段階で課税(揮発油税の納税システムを活用)

【税率] ①(輸入者側採取者)
-原油、石油製品 2，780円/kl (1，064円/ニ般化成紫トン、 3，900円/炭素トン)
嗣ガス状炭化水素 2，870円/t (1，064円/ニ目撃化炭紫トン、 3，900円/炭素トン)

-石総 2，740円/t (1，174門/二酸化炭紫トン、 4，303内/炭素トン)

~(ガソリン製造容等)
-ガソリン 17，3如何  /kl (7，467fIl/二酸化炭紫トン、 27，38白円/炭素トン)

〔税収審査】 。総綴約2.0兆河

岳会化お燃料への課税  1.0兆円強
のおお淡の税率の天然ガスとの均衡化0.03兆内〉

苦手ガソリンへのよ乗せ課税 1.0兆円弱

[軽減措童] 。以下については、免税とする。

-製品原料Aごしての化石燃料{ナフサ〉
-鉄綴製道をF殺のお炭鎗コークス
欝セメントの製滋iこ使用する石炭
睡重量林漁業期A1IIi臨 

0その他、関際競争力強化等の観点からの特定度業分野への配慮や低所得者等への配慮については、使途となる
歳出・減税で対応、

ヨ【実施時期等】 0平成22年4月より笑施。 

0次長手段以降、関肉排出議取引制度が導入される際には、告を閣の例も参考に、排出量取引の対象となる等書提唱をの

負強の綬滅機鐙?を検討する。

改築パッケージに援り込3まれる地球j義援化対策の歳出・減税に優先的に充てること

とするが、特定財源とはしなし・。

。その他
・経演についての鑓霊誌の課税については、緩和j務愛会において溺途ガソリンに尊重じて検討が必要。
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世帯当たり藍接の税議担額の変化� 
1，127Pl 

{環境省饗議] 

E 同盟削鳩�  
回 目時 間同 開削 問自 -----四国

殺j自に、事!i~定税E事.!::間程度の追加的
な課税がな議れたと仮
夜接の税負綴綴493内{月額41円)� 

41，971内
40を844F号� 

o守護襲3，404p:J) J 
〈月額3，4部門〉

軽油51
(本員.IJ分)� 
432円
(月額36円)

現行 地球溜礎化対策説創設

灯油

しPG

都市ガス

普段カ

ガソリン

軽油

合計

年頭t詮幸葬送たり語証後(J)主義重量綴警護

422 

1，643 

255 

2，839 

34，701 • 

き84

〈月� :438，4，S944ぷ2 

〉
世帯当たり年額1.127fqの負担増

"暫定税率廃止に

よる負担滅� -16，094円

.地球滋暖化対策税

創設による負羽織 什� 6，728門

事軽油へのi的目的主主線税

による負猿i盟 十� 493門


今� 1，127同

(j奇襲義94F号}


年罪悪1!!帯当たり産後(J)華強気綴喜重� 

灯j禽 金97

しPG 1，897 

都市ガス� 706 

議カ� 5，719: 

ガソリン� 31，588 

経i取 ま064

会計� 41，971 
〔災:3，ヰヲ8)

※豪華j邸之、緩ま主税率と員程度の滋泌約な幾殺がな� 
dれたと仮定して該算� 



[環境雀要理〕

地球温暖化対策税の全体像

〔現行制度〕 〔縛入後}

課税ポイント:
ガソリン:ガソリン製造業者
(軽治=

山 山 糊 棚 田---

石炭への課税 

~ 

課税ポイント:原油薦石炭現天然ガスの輪入者

石油石撲税 石油お農務 
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